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様式１－４－２ 

平成 29 年度研究開発成果概要書 

採 択 番 号 ：18302 

課 題 名 ：欧州との連携による公共ビッグデータの利活用基盤に関する研究開発 

副 題 ：CPaaS.io:統合化されたオープン・シティ・プラットフォーム・アズ・ア・サービス 

Acronym ：CPaaS.io 

（１）研究開発の目的

データは「21 世紀のオイル」と呼ばれるほど重要となっている。データは将来のスマート

シティを運営する上でもそれに依存するところは大きい。これを実現するには、都市は様々

なデータ源、例えば IoT、 センサーデータ、オープン政府データ、ソーシャルメディア、

各種のデータ提供者などからのデータを処理し、リンクし、解析し重要な情報を抽出できる

プラットフォームが必要である。そして、その情報をさらにリンクされたオープンデータと

して提供して、新しいタイプのサービスを作り提供することができる。商業サービスプロバ

イダだけでなく都市自身もこのプラットフォームを使い新規のアプリケーションやサービ

スを作成できる。このように、このプラットフォームはイノベーションの経済的に重要な推

進力とも成り得る。

本プロジェクトの主要な目標はそのような都市のためのプラットフォームをサービスとし

て実現する(City Platform as a Service – Integrated and Open: CPaaS.io) ことであ

り、そのサービスは組み合わせて地域全体、あるいは国を超えたグローバルなアプリケーシ

ョンをサポート可能なものである。取り上げる技術的なチャレンジとしては以下のような

ものが挙げられる：データの素性の記録（data provenance) 、データの品質、 可変なプ

ライバシーレベルにもとづき適応可能なデータ保護、エッジノードに処理機能を持たせる

エッジインテリジェンス（edge intelligence)のアプローチ。他の重要な側面としてはデー

タガバナンス、データ管理、MyData アプローチを使っての市民ひとりひとりが自らに関

するデータへのアクセスと共有をコントロールできるようにすることが挙げられる。

プラットフォームの開発のみならず、ヨーロッパと日本の複数の都市でイベントと公共交

通、水資源管理、救急医療サービスの分野でいくつかのユースケースを実装し、検証する予

定である。これらの応用分野に対して、技術の側面と、種々の手続きの側面から、一方の地

域での採用例を別の地域に容易に移植して適応することができるような青写真を開発する。

たとえば、これにより 2017 冬季アジア大会で得た知識を 2020 の東京オリンピック、

パラリンピックの開催に際して活用できるようになるだろうそして、最終的には、このプロ

ジェクトの成果物は IoT と開かれた政府（Open Government)の分野での標準提案を作

成することである。

（２）研究開発期間

平成２８年度から平成３０年度（３０ヶ月） 

（３）実施機関

 株式会社横須賀テレコムリサーチパーク＜代表研究者＞（YRP）、

 日本マイクロソフト株式会社（MSJ）、

 株式会社 ACCESS（ACC）、

 ユーシーテクノロジ株式会社（UCT）

 国立大学法人東京大学（UoT）

※末尾のかっこ内は担当を示す際に用いる略号を示す。
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（４）研究開発予算（契約額） 

総額 １５５ 百万円（平成 2９年度 ６２ 百万円） 

※百万円未満切り上げ 

 

（５）研究開発項目と担当 

    研究項目 2: ユースケースと実証試験（WP2 に相当） 

  2.1 ユースケースプロトタイプの開発（担当：YRP, MSJ, ACC, UCT） 

  2.2 実証試験の実行（担当 YRP, MSJ, UCT） 

   2.3 ユースケース評価とプラットフォームの検証（担当：UCT） 

   2.4 連携と移植性の評価（担当：YRP） 

 研究項目 3: プラットフォーム・アーキテクチャ（WP3 に相当） 

   3.1 要求の収集、解析とマッピング（担当：YRP, UoT） 

   3.2 アーキテクチャ（担当：YRP, MSJ, UoT） 

   3.3 システム統合（担当：YRP, MSJ, UoT） 

 研究項目 4: クラウド＆エッジプログラミング（WP4 に相当） 

   4.1 データストリーミングタスクのクラウド-エッジ間マイグレーション  

（担当：YRP, UCT） 

   4.2 データ解析（data analytics)、エッジコンピューティング、セキュリティ機能の 

特徴のプロファイル化と要求のまとめ（担当： YRP, UCT） 

    4.3 エッジコンピューティングを意識したタスク実行最適化 

  （担当：YRP, ACC, UCT） 

 研究項目 5: データプライバシーに関する市民のエンパワーメント（WP5 に相当） 

   5.1 ユーザエンパワーメント要素定義（担当：UoT） 

   5.2 プライバシーアウェアなデータ提供（担当：UoT） 

   5.3 市民向けダッシュボード（担当：UoT） 

 研究項目 6: 総体的なデータの管理とガバナンス（WP6 に相当） 

   6.1 データ品質（担当：YRP, UCT） 

   6.2 意味を付加したデータカタログ（担当：YRP, UCT） 

   6.3 プライバシー保護機構（担当：UoT） 

   6.4 ユーザエンパワーメントのもとでのユーザによるマスターデータ管理 

（担当：YRP, UCT） 

   6.5 運用知識ベース（担当：YRP, UCT） 

 

（６）特許出願、論文発表等                     

         

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  累計（件） 当該年度（件） 

特許出願 
国内出願 0 0 

外国出願 0 0 

外部発表 

研究論文 0 0 

その他研究発表 18 14 

プレスリリース・報道 0 0 

展示会 4 1 

標準化提案 0 0 
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（７）具体的な実施内容と成果 

研究項目 2: ユースケースと実証試験 

札幌での観光情報提供、横須賀での救急医療支援、およびアムステルダムでの水管理の

各ユースケースを実証した。それぞれのユースケースは、CPaaS.io のプラットフォーム

に準拠して機能することを確認したが、日欧のデータを相互利用するユースケースの検証

が、まだ十分ではない。これについては、次年度の実証にて検証する予定である。 

 

研究項目 3: プラットフォーム・アーキテクチャ 

 CPaaS.io アーキテクチャの第 1 バージョンを構成するモジュールを整理し、それぞれ

のモジュールを構築して第 1 リリースとした。第 1 リリースのアーキテクチャに基づく

システムによって実現された機能は実用的に利用できるが、モジュールのソースコードや

バイナリコードはオープンでない。また日欧それぞれのモジュールの融合が充分ではない。 

これは次期バージョンにて検討する予定である。 

 

研究項目 4: クラウド＆エッジプログラミング 

 エッジ・クラウド間の統合を行うにあたり、統合のモデルを、エッジ側が負荷の大きい

タスクを処理するヘビーエッジモデルと、エッジ側の付加を軽減化するライトウェイトエ

ッジモデルの 2 種類に分類し、それぞれに対するマイグレーションの仕組みを検討し、仕

様のプロファイルリングとしてまとめた。 

 

研究項目 5: データプライバシーに関する市民のエンパワーメント 

 個人データの管理ポリシをユーザ・市民自身が定義し、コントロールするためのアプリ

ケーションであるダッシュボードと、そのポリシに基づいてデータを交換する API を設計

した。ダッシュボードを利用して、ユーザ・市民は、自身のどの個人データを、どのサー

ビスに提供するか設定できる。サービス提供者は、データ交換 API を利用することにより、

ユーザ・市民が設定したポリシに基づいて情報提供を受ける。 

 

研究項目 6: 総体的なデータの管理とガバナンス 

 CPaaS.io の一般的なデータモデルとして選定した RDF （Resource Description 

Framework）モデルに基づいた公共データを、コンテキストに応じた制御のもとで取得

するためのデータ管理モデルを構築した。アプリケーションから受け付ける API として、

アプリケーション開発者および問い合わせデバイスの負荷軽減の観点から、RDF モデル

に基づく一般的なデータ交換手法である SPARQL に加えて、REST・JSON ベースの

API を提供した。また、さまざまなデータソースがあることから、プラットフォームは、

アプリケーションから受け付けた要求をそれぞれのデータソース向けの要求に返還する

機能を提供することで、データソース間を統合（federation）できるようにした。 

 

研究成果の広報 

TRON Symposium において、「International Session: Stakeholder Summit on 

Future Cities Created by the IoT; EU-Japan CPaaS.io Project」を開催した。その

セッション発表者は、野田総務大臣や小池東京都知事とも意見交換した。 

また、4 月には日欧産業協力センターが主催する Webinar に参加、9 月には京都スマ

ートシティエキスポでの招待講演でプロジェクトを紹介、プロジェクトとの Web ページ

にて成果を公表など、積極的な広報活動を行っている。 

  

（8）外国の実施機関 

 Bern University of Applied Sciences＜代表研究者＞ 

 AGT Group（R&D）GmbH 

 NEC Europe Ltd. 
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 Odin Solutions S.L. 

 The Things Industries 

 University of Surrey 

 


